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◎
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
対

照
表 

○
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
抄
） 
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傍
線
部
分
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附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
三
の
改

正
規
定
、
入
管
法
第
二
条
の
四
の
改
正
規
定
及
び
入
管
法
第
六
十
九
条
の
二

第
一
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
か
ら
附
則
第
五
条
ま
で
並
び
に

附
則
第
十
五
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
第
四
項
及
び
第
二
十
六
条
の

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
政
府
の
措
置
） 

第
二
十
四
条 

政
府
は
、
新
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
育
成
就
労
の
在
留

資
格
に
係
る
制
度
（
附
則
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
に

お
い
て
「
育
成
就
労
制
度
」
と
い
う
。
）
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
人
材
が

不
足
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
人
材
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て

地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
、
育
成
就
労
外
国
人
（
育
成
就
労
法
第

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
三
の
改

正
規
定
、
入
管
法
第
二
条
の
四
の
改
正
規
定
及
び
入
管
法
第
六
十
九
条
の
二

第
一
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
か
ら
附
則
第
五
条
ま
で
並
び
に

附
則
第
十
五
条
、
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
第
四
項
の
規
定
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
政
府
の
措
置
） 

第
二
十
四
条 

政
府
は
、
新
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
育
成
就
労
の
在
留

資
格
に
係
る
制
度
（
附
則
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
育
成
就
労
制

度
」
と
い
う
。
）
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
人
材
が
不
足
し
て
い
る
地
域
に

お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
人
材
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に

資
す
る
よ
う
、
育
成
就
労
外
国
人
（
育
成
就
労
法
第
二
条
第
四
号
の
育
成
就
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二
条
第
四
号
の
育
成
就
労
外
国
人
を
い
う
。
次
項
及
び
附
則
第
二
十
六
条
第

三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
地
方
か
ら
大
都
市
圏
に
流
出
す
る
こ
と
等
に
よ

り
大
都
市
圏
そ
の
他
の
特
定
の
地
域
に
過
度
に
集
中
し
て
就
労
す
る
こ
と
と

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

政
府
は
、
監
理
支
援
機
関
（
育
成
就
労
法
第
二
条
第
十
一
号
の
監
理
支
援

機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
及
び
育
成
就
労
実
施
者
（
育
成
就
労
法
第
二
条
第
七
号
の
育
成
就
労

実
施
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
育
成
就
労
外
国
人

の
人
権
及
び
労
働
環
境
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
育
成
就
労
外
国
人
に
係
る
育

成
就
労
実
施
者
の
変
更
及
び
労
働
者
派
遣
等
監
理
型
育
成
就
労
（
育
成
就
労

法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
等
監
理
型
育
成
就
労
を
い

う
。
）
に
関
す
る
事
務
を
適
切
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
監
理
支
援
機
関
、
育
成
就
労
実
施
者
、
外
国
人
育
成
就
労
機
構
、
公
共

職
業
安
定
所
等
の
間
の
連
携
強
化
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

３
・
４ 

〔
略
〕 

 

（
就
労
目
的
の
外
国
人
の
受
入
れ
に
関
す
る
施
策
に
関
し
基
本
と
な
る
事
項

を
定
め
る
法
律
の
制
定
等
） 

第
二
十
六
条 

就
労
を
目
的
と
す
る
在
留
資
格
（
入
管
法
別
表
第
一
の
一
の
表

の
外
交
及
び
公
用
の
在
留
資
格
を
除
く
。
）
を
も
っ
て
本
邦
に
在
留
す
る
こ

と
と
な
る
外
国
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
就
労
目
的
の
外
国
人
」
と
い

う
。
）
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
方
針
に
基
づ
き
戦
略
的
に
行

労
外
国
人
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
地
方
か
ら
大
都
市
圏
に
流

出
す
る
こ
と
等
に
よ
り
大
都
市
圏
そ
の
他
の
特
定
の
地
域
に
過
度
に
集
中
し

て
就
労
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。 

２ 

政
府
は
、
監
理
支
援
機
関
（
育
成
就
労
法
第
二
条
第
十
一
号
の
監
理
支
援

機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
及
び
育
成
就
労
実
施
者
（
育
成
就
労
法
第
二
条
第
七
号
の
育
成
就
労

実
施
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
育
成
就
労
外
国
人

の
人
権
及
び
労
働
環
境
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
育
成
就
労
外
国
人
に
係
る
育

成
就
労
実
施
者
の
変
更
及
び
労
働
者
派
遣
等
監
理
型
育
成
就
労
（
育
成
就
労

法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
労
働
者
派
遣
等
監
理
型
育
成
就
労
を
い

う
。
）
に
関
す
る
事
務
を
適
切
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
監
理
支
援
機
関
、
育
成
就
労
実
施
者
、
外
国
人
育
成
就
労
機
構
、
公
共

職
業
安
定
所
等
の
間
の
連
携
強
化
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。 

３
・
４ 

〔
略
〕 

   
〔
新
設
〕 

   



  

- 3 - 

わ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
速
や
か
に
、
当
該
受
入
れ

に
関
す
る
施
策
に
関
し
、
基
本
理
念
、
国
の
責
務
、
政
府
に
よ
る
基
本
戦
略

の
策
定
そ
の
他
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
法
律
を
制
定
す
る
た
め
、
必

要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

我
が
国
経
済
の
成
長
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
専
門
的
又
は
技
術
的
な
分

野
に
お
い
て
、
高
度
の
専
門
的
な
能
力
を
有
す
る
人
材
と
し
て
の
活
動
、

熟
練
し
た
技
能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
活
動
等
を
行
う
こ
と
と
な
る

就
労
目
的
の
外
国
人
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
更
に
積
極
的
な
推
進
が
図

ら
れ
る
こ
と
。 

二 

前
号
の
者
以
外
の
就
労
目
的
の
外
国
人
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の

安
易
な
受
入
れ
に
よ
り
我
が
国
に
お
け
る
賃
金
水
準
の
向
上
を
阻
害
す
る

等
の
弊
害
が
生
じ
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
、
よ
り
限
定
し
て
行
わ
れ
る

も
の
と
す
る
こ
と
。 

２ 

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
方
針
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
育
成
就
労
制
度
に
つ
い

て
は
、
同
項
の
基
本
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
後
五
年
以
内
に
、
我
が
国
以
外
に

お
い
て
は
修
得
す
る
こ
と
が
困
難
な
技
能
を
修
得
す
る
意
欲
を
有
す
る
外
国

人
に
限
り
受
入
れ
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら

れ
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
第
二
号
の
賃
金
水
準
の
向
上
の
阻
害
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
育

成
就
労
外
国
人
が
適
正
な
水
準
の
報
酬
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
必
要

な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
二
十
七
条
～
第
三
十
五
条 

〔
略
〕 

                      

第
二
十
六
条
～
第
三
十
四
条 

〔
略
〕 
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